ていた 元始 時代の 人間の 持って いたのと 同じような 猛 

烈な 本能 的 衝動に 駆られて、 死に 抵抗す る 力 を 以て、 

如何なる 非常手段 を 取っても、 その 危急の ために 自衛 

する に 足る 物質的 必要 を 満たそう とせずに 置きません _ 

窮 すれば 濫し、 飢えて は 道徳の 外に 立ちます。 知識の 

修養と 倫理的 意識の 訓練と が ある 者と ない 者と では、 

ほうき 

自制の 力 を 抛棄す るのに 遅速 は あるで しょうが、 どう 

しても 尋常 一 様の ことで は 饑餓の 危険 を 避ける ことが 

なんぴと 

出来ない とすれば、 何人も 生きよう とする 意志の 不可 

らち 

抗カ的 妄動の ままに、 倫理の 埒を 越えて、 もとより 重々 

の 遺憾 を 感じながら、 野性 を 暴露した 最後の 非常手段 



を 取ろうと します。 みすみす 一 つの 活路が あるのに、 

それ を 知らぬ ふりして 伯 夷 叔斉を 学ぶ 者 は 殆ど 今の 時 

代に なかろうと 思います。 

富山県の 片田舎に 住む 漁民の 妻女た ちが 数百 人 大挙 

いっき 

して 米 一揆 を 起した のが、 偶然と はいえ、 この度の 騒 

動の 口火と なった という こと は、 このたびの 騒動の 主 

因 を 最も 好く 説明して おります。 彼ら は 最も 米穀の 供 

すくな 

給の 尠ぃ 土地に 住み、 そうして 高価な 米 を 買う こと 

の 最も 困難な 境遇に いて、 この 一両年 間、 絶えず 日々 

の 食糧に 苦心 を 払い、 殊に 最近 三 力 月 以来 は 米価の 可 

速度 的 〔# 「可 速度 的」 は ママ〕 な 暴騰に つれて 減食の 苦 



痛 を 続け、 最後に 一 升 五十 銭 を 越す という 絶体絶命の 

窮境に 追い詰められ、 饑餓と 死の 間に 挟まる に 及んで、 

恥 も 道徳 も 忘れた (忘れざる を 得なかった) 最後の 非 

常 手段 を 取る に 到りました。 私たち 無産階級の 婦人 は 

くりや つかさど 

いずれも 家庭に あって 厨 を 司 つてい る だけ、 食糧 

の 欠乏に ついては 人 一 倍 その 苦痛 を 迅速に かつ 切実に 

感じます。 彼ら 漁民の 妻女た ちが、 たとい 自分た ち は 

飢えても、 両親、 良人、 子供た ちに は 出来るだけ 食べ 

させたい と 思う 心から、 その 苦痛の 絶頂に 達した 時、 

何人よりも 先に 忍耐 を 破った のに 対して、 私 は 十二分 

の 同情 を 寄せずに いられません。 のみならず、 私たち 



無産階級の 婦人の 連帯 責任と して、 私 はこれ を 我事の 

如くに 思い、 その 弁護すべき を 弁護す ると 共に、 事の 

後に 反省して、 その 手段の 常軌 を 逸して いた ことの 愧 

ずべ きを 併せて あくまでも 愧 じたいと 考えます。 

富山県の 漁民の 妻女た ち は、 このたびの 騒動の 中で、 

最も 純粋に その 主因で ある 食糧 問題に 由っての み 行動 

しました が、 他の 府県の 騒動に 到って は、 同じ 問題 を 

こと 

主因と しながら、 ついでに 資本家 階級 殊に 成金 階級と 

軍閥 政府と に対する 社会的 不平 を 爆発させる， J との 方 

が 劇烈であった ように 見受けます。 そうして、 常軌 を 

逸する ことの 甚だしい 民衆 は、 節制 もな く、 規律 もな 



慈善 行為が 婦人の 適任で あるよう に 決定的に いわれて 

いた 世論に 対して、 私 は 窃かに それ を 軽視し、 現在の 

社会 組織に おいて、 経済的 生産の 実力 を 全く 欠き、 父 

兄 や、 良人に 寄生して、 それらの 男子の 財力に 鎚 つて 

養われて いる 婦人が、 その 保護者から 恵まれた (むし 

ぬす 

ろ 偸み 取った) 金銭の 大部分 を 衣服 や 装飾品の 物質的 

欲望の 満足に 消費し、 纔 かに その 一部の 小額 を 割いて 

虚栄心の 満足の ために 慈善家ぶ つ て 寄附す る こと は、 

決して 称揚すべき 行為で なく、 また その 少額の 喜捨が 

—— たとい 貧者の 一灯と いう、 美く しい 讚辞が あるに 

せよ —— 現代に おいて は、 最早 何 ほどの 社会的 効果 を 



の 無力で ある ことが 解り、 併せて 慈善 行為が そ の 無力 

な 婦人に 決して 適当した 任務で ない ことが 解ります。 

しかし 私 はこれ がた めに 婦人の 持って いる 優しい 慈善 

心 を 抑制し、 かつ その 慈善 行為 を 廃棄せ よと いうので 

はありません。 二 九 一 八 年 八月) 

(『太陽』 一 九 一 八 年 九月) 
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